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1. まえがき

高品質の移動体通信を実現するために､高温超電導(HTS)技術を応用した高性能フィルタ実現への要求が高

まっている｡前年度の共同研究では､フィルタの小型化のため､コプレーナ線路(cpw)形 1/4波長共振器を用

いた並列配置構造帯域通過フィルタ(BPF)の提案を行った｡このたび､単一共振券の高Q化設計を行い､スプ

リアス特性の改善を考慮に入れた並列配置構造5GHz帯cpwl/4波長共振器5段BPFの設計を行った｡また､

HTS薄膜を用いてこのBPFを製作し測定を行った｡

2. 並列配置構造5GHz帯 cpwl/4波長共振器5段BPFの設計

従来の CPWl/4波長 BPFは､共振器を縦に結合しため､多段化した際にフィルタの寸法が細長くなってし

まう問題があった｡そこで､共振器を横に結合し､小型化した5GHz5段BPF(中心周波数 5GHz､等リップル

比帯域幅AW0-3.2%､リップル幅RW -0.01dB)の設計を電磁界シミュレータsonnetemを用いて行った｡こ

のフィルタは､従来の直列配置構造のフィルタと比べて50%程度の小型化を実現した｡更に､単一共振器の高

Q化設計および励振構造の改善を行い､従来に比べ低損失でスプリアスの良好なフィルタ特性を実現した.

3. 並列配置構造5GHz帯 cpwl/4波長共振器5段BPFの試作と評価

前節にて設計された5段BPFを(秩)NTTドコモにおいて､試作および測定を行った｡60Kにおける測定結

果はf.=5.079GHz､等リップル帯域幅 177MHzとなり､中心周波数が高域側に移動し､帯域内特性も大きく劣

化してしまった｡この原因の一つとして､フィルタパターンの製作精度の問題が考えられる｡そこで､パタ

ーン作成時のオーバーエッチングを考慮して再度フィルタの製作および測定を行った｡この結果､

fo=5.019GHz,等リップル帯域幅 184MHzとなり､前回に比べ中心周波数は改善されたが､帯域内特性はなお

改善されなかった｡そこで､回路シミュレータADSを用いて最適化を行った結果､入出力部の中心周波数お

よび外部 Qの値がずれていることがわかった｡これは､電流が集中する入出力の細い励振部分が製作制度の

影響を受けやすいためである｡これにより､超電導フィルタを実現する可能性を示した｡
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